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　前回，三重大での核医学会合同地方会においてNa1311

経口投与患者のRI病室内空間線量分布を報告した．今

回，新たに2症例を加え詳細な検討を行なったので報告

する．

　RI投与量は，それぞれ85　mCi，90　mCi，100　mCiで

ある．空間線量の測定と同時に患者体内分布状態を知る

ため，メディカル・ユニバーサル・ヒューマン・カウン

タによりリニアスキャンも投与直後から経時的に実施し

た．

　以上の測定をもとに第3者への外部被曝線量の算出を

試みた．患者の胸腹部体側より50cmと80　cm離れた

点を例にとると，1週間後の50cmの点ではおのおの

0．05，0．20，6．6mR／h，80　cmの点ではおのおの0．02，

0．12，2．8mR／hであった．　ICRP　Publication　5の“放射

性物質を用いて治療中の患者の帰宅について”という項

で患者体内残存量を15mCi（ヨウ素一131の場合）と提

示しているので，その時点での空間線量を求めてみると，

3．0～3．6mR／hと3症例ともほぼ同じ線量率を示した．

　これらの結果より，RI病室内空間線量分布および線

量率がわかっておれば，医療従事者，その他患者周辺に

いる人たちの被曝線量を最小限にするための放射線防護

策が立案でき，医療スタッフの短時間被曝線量の算出，

治療患者周辺の人たちの面会時間，患者の帰宅時期につ

いても参考になると思われる．

4．81mKrによる脳血流像撮影時の患者周辺外部被曝線

　　量について
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　最近81mKrは臨床に使われるようになった．そこで，

われわれは日本メジフィジックス社製の81Rb－81mKrジ

ェネレータを使用しRCTにて脳循環血流量測定時の患
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者周辺外部被曝線量がどの程度あるかを知る目的で測定

を行なった．5mCiのジェネレーターを使用して81Rb，

81mKrがどの程度漏洩しているかTLDにより測定を行

なった．漏洩線量は，ジェネレーターの側面方向が多く，

表面から20cmの距離において24時間で59．7　mRの値

を示した．外部被曝線量の測定は10mCiのジェネレー

ターを使用し，ベッドの頭頂部，患者のかかと，スキャ

ンニングヘッド部，患者右腸骨稜部，患者左腸骨稜部，

ジェネレーター部，ベッドの後壁の7箇所にTLDを貼

付し行なった．外部被曝線量はジェネレーター部が一番

多く，7症例の平均で47．9mR（平均検査時間35分）の

値を示した．その他の測定箇所では数mR以下の値を

示した．

　以上の測定結果より，従来報告されている内部被曝線

量が少なく，環境汚染も少ないという結論に加え，外部

被曝線量も少ないことが明白になった．

5．マイクロ波脱水操作中のRIの移行
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　放射性廃棄動物乾燥法の1種であるマイクロ波乾燥脱

水装置の排水，排気などへのRIの移行を測定すると共

に，放射線管理に関して検討した．3H一チミジン，14C一

安息香酸，22NaC1，　Na251CrO4，75Se・セレノメチオニン，

Na1311，134CsCl，203Hg一クロールメロドリンの既知量を

ラット（体重約2009）に静注し，30分後に屠殺した後，放

射性動物廃棄用急速脱水装置（新日本無線製，Dehyd一β

N－2形）にて脱水した．捕水器中の水，フィルターペー

パー，排水器と排気ポンプの間に入れたダストサンプラ

ー のフィルター（2枚）を液体シンチレーションカウン

ターあるいはGe（Li）半導体検出器にて測定した．室内

の空気中濃度はlow　volume　air　sampler（柴田化学製）

を用いて測定した．排水中へのRI移行は3H一チミジン

は投与量の18．5％，14C一安息香酸2．8×10－2％，？5Se一セ

レノメチオニン4．9×10－1％，13111．2×10－1％であっ

た．一方，22NaC1，　Na251CrO4，134CsC1，203Hg一クロ

ー ルメロドリンは検出されなかった．これらの値より排

水設備に直接そのまま排水可能なラット1匹当たりの投

与量が推定可能となる．フィルターペーパーにはすべて
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